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レンゲの萎縮症について

吉村彰治・鈴木幸鮒

（農林省北賎農業渋駁場）

1960,年，レンゲの採繩地帯である新潟県新発田市桝古

木において病害発生調在を行なった際，レンゲの講縮性

生育不良株を多数観察したので，その症状と発生状況に

ついての調査概要を報告する。＊

症状春季に発生するが，5月12日におけるレン

ゲ雌全株の草丈30cm,茎数10本内外に比較し，葵縮株

は草丈10～12crn9茎数1～3本で全体に腰化し，複蕊

は鵬緑の小葉状を呈し，茎菜部に褐色の壊死線を昭め，

特に茎葉先端の新生芽及び複葉，すなわち生長点附近が

族生し，萎縮するのが特徴である。

その他の聞取り頚項は第1表に示す通りである。

発生環境調査結果発生環境についての澗査結果は

第2表に示す通りである。

朔1炎レンケの饗縮症についての剛取りと観察
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本萎縮症の発生状況は，隣接田(cm場とDm場は隣

接する）でありながら9D圃場の発生mでは，萎縮症株

は健全株とともに圃場一面に混発し，局所的な発生様相

憾示さず，一方，発生のなかったC圃場ではレンゲの生

育が極めて優良で萎縮症株は認めなかった。萎縮症の発

生原因に関しては，一部の発生圃(B圃場）では地下水

が多少高く，あるいは湿害が関係しているのでばないか

とも思われたが，これは,Bm場のみで同じ発生mのD

囲場とは関係がなかった。また，生育中の障害として，

発生、附近に稲架を設殻して作業中に跡圧されたためだ

と称するものもあるが，これは第2表B圃場のみで同じ

条件の発生mDm場では関係なく，萎縮症発生原因の根

拠としては判然としなかった。施肥の項で記した春の硫

錨酋用は本症状発生後の施肥なので特に関係はなく，虫

害との関係は,本調張の範囲では特記すべき昆虫の発生
等

を認めず，またレンケ菌核病及びレンゲ褐包雪腐病との

関係は全くないように観察された。なお，萎縮症発生圃

内にスズメノテツポウの繁茂が著しかったが，これはレ

ンゲの生育不良のため春季に繁茂したものと観察され

た。

考察本調査地帯はレンケの著名な採種地帯で宮

古木の銘柄を持ち，他所に移出販売しているところであ

るので，調査地点の選定や発生環境その他の聴取に，し

ばしば困難を感ずることがあった。本報告は以上のよう

な状況下での聞取り調査であるが，前述の通り，本萎縮

症の発生圃と無発生mの間には，播種した種子の品質以

外には，栽培法，その他との間に，特に相違した点を認

めず各調査地点とも，レンケの一般栽培に準ずる栽培法

であると観取された。

また，発生圃の観察調査によれば，本萎縮症の発生原

因としては，湿害あるいは要素欠乏などの土壊的な要因

はあまり考えられず，播種した種子の品質，すなわち，

未熟薊子やレンケの茎葉その他の爽雑物を多数含む種子

を播髄することに問題があるように思われ，症状および

発生状況からして，ウイルスに韮因する萎縮病ではない

かとの疑念が持たれた。
2〕

レンケのウイルス病については，栗林（1936～1938)，

松浦(ﾕ953)及び日野(196あの報告があるが,いずれ
3＞

も種子伝染については詳らかにされていない。しかし本

萎縮性生育不良窪はこれらウイルス病と同一のものかど

うかは不明であるが，何等かの形で（遺伝的乃至品質）

諏子に原因があったと調査観察された。従って本萎縮症

がウイルス病とすれば，関与するウイルスの種類が異な

るためによるものとも推察される。しかし，いずれも実

験的根拠を欠くので，ウイルス病か否か，また，病原ウ
イルスとすればその同定等については今後さらに検討す

ることとしたい。

摘要

1新潟県新発田市宮古木のレンケ採種地帯に萎縮性

生育不良症状を呈するレンデの発生が認められた。

2本萎縮病は採菰調整時に得られる屑種子を播種す
ることによって発生するようである。

3本萎縮症はウイルス病ではないかと思われるが，
病原の同定は今後の検討にまちたい。
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*本調査の実施に当り，新潟県農業試験場堀田良技師
には御高配を賜った。ここに厚く謝意を表する。
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